
地域の教育力を生かした放課後や週末等の子供たちの安全・安心な居場所づくり　～東京都放課後子供教室推進事業～ PTAの活動紹介　第6回

　文京区立湯島小学校は、湯島天満宮のすぐ近くにある、昨年度開校145周年を迎えた伝統ある小学校です。
　文京区立湯島小学校ＰＴＡ（以下、「PTA」という。）は、本部役員会、学年委員会、保体・文化委員会、広報委員会、校庭開
放委員会で構成され、委員会を中心に、各行事等の運営を行っています。

○地域と伝統文化を大切にした取組
　湯島小学校は、地域の方や専門家から指導を受ける特別授業を数多く行っており、ＰＴ
Ａも積極的に参加しています。２年生の生活科では昔遊びの体験として、元ＰＴＡ会長や
父親たちが、子供たちにベーゴマを教えています。４年生全員、5、6年生有志等による湯
島天神菊まつり出展のための菊の栽培には、文京委員会の皆さんや保護者サポーターが
年間を通じて、関わっています。育てた菊は、湯島天神菊まつりで賞もとっています。
　また、教員、保護者も湯島天神例大祭、梅祭りでの太鼓クラブの演奏など地域行事にも
積極的に参加し、地域と伝統文化の伝承を大切にした取組を行っています。

子供たちの健やかな成長を願う、
学校・家庭・地域が連携したPTA活動

～文京区立湯島小学校PTA～

　 文京区立湯島小学校
○明治３年　開校
○昭和22年　東京都文京区立
　湯島小学校に校名変更　
○生徒数／３１９名　
　　　　　１４学級
○校　長／原　香織

○父親たちも積極的に参加
　各種行事の見守りを行う協力委員を全保護者から募るなど、全員参加型のＰＴＡ活動
を目指しています。
　父親が気軽にＰＴＡ活動に参加できるよう、父親クラブを発足させ、４年前から活動
を開始しました。現在５０名ほどの父親が参加し、校庭開放時には、校庭開放委員会をサ
ポートするなど、休日や放課後の活動を積極的に行っています。また、新一年生歓迎イベ
ントや卒業生を送る会など、父親クラブが中心となって行っています。こうした活動に
より、ＰＴＡ活動に参加する父親が着実に増えてきました。

○開校145周年記念式典での餅つき会
　昨年度、湯島小学校開校145周年の記念式典が行われました。それまで記念行事は10
年ごとの実施でしたが、「５年ごとに式典を行わないと、式典を経験できない学年が出て
きてしまう。自分の学校の周年をみんなで祝うという経験をしてもらいたい。」という学
校とＰＴＡの思いが一致し、五年目での実施となりました。
　ＰＴＡが記念の手ぬぐいやベーゴマを製作し、生徒全員に配布したほか、校庭開放委
員会と父親クラブは式典に併せて餅つき会を開催しました。当時、ノロウイルスなど感
染症が流行していたこともあり、ついたお餅は、鏡餅にして各教室に飾り、児童には市販
のお餅をお土産として渡しました。

　湯島小学校ＰＴＡは、紹介した活動の他にも、交通安全パトロールや、読書ボランティアによる読み聞かせなど、様々な取組を行っています。特に、近年は放課後全児童向け事業※への関わりや父親クラブの活動など、ＰＴＡが地域と学校をつなぎ、子
供たちの豊かな学びや体験の場をつくるための活動へと広がっています。「全ては子供たちのために」という地域の先輩たち
からの言葉を胸に、日々、活動を続けています。

※放課後全児童向け事業…放課後及び休業日に小学校の施設の一部で、地域の大人等の見守りのもと、児童が遊びや自主学習等を
　自由に行うことができる活動の場を提供する文京区の事業。学校・ＰＴＡ・事業者等で構成される運営委員会が運営を行う。
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　一般社団法人東京都小学校ＰＴＡ協議会は、都内公立小学校ＰＴＡ活動の一助となるよう、様々な事業を行っています。6月に
開催した「ＰＴＡのひろば2017～みんなで語ろう！ＰＴＡ活動～」では、100名を超える参加者が、個人情報の取扱いなどＰＴＡ活
動や運営についての情報交換をしました。詳しくはＨＰに掲載しています。【都小Ｐ】で検索してください。

新一年生歓迎イベントでの活動

菊の栽培を手伝う保護者サポーター

餅つき会の様子

地域の教育力を生かした放課後や週末等の子供たちの安全・安心な居場所づくり　～東京都放課後子供教室推進事業～

電気通信大学の留学生が講師となった国際交流プログラム

リソース・ネットじゃんけんPON！の皆さん
水戸さん（前列右から2人目）、成田さん（前列左から2人目）

 ■活動4年目を迎えて

　「リソース・ネットじゃんけんPON！」の“コーディ
ネーター”としてプログラムの企画運営を担っている
（代表）水戸さんと（会計担当）成田さんに今までの活動
を振り返ってお話をしていただきました。

●参加者等の成長
　活動を継続することで、1年目は会場にすら入れな
かった参加者が、2年目は会場に入れるようになりまし
た。また、経験したことのない新しいプログラムに家族
で参加することで、親は子供の新たな経験に挑戦する態
度やボランティアとの関わり方などを通して、子供の成
長を特に社会性の成長という面で実感できました。
　参加者だけでなく、ボランティアの学生の子供への接
し方も、1年目よりは2年目、3年目と上達し、障害者理解
を深めることにつながっているのではないでしょうか。

●プログラムについて
　「リソース・ネットじゃんけんPON！」の活動が知られ
るようになり、周囲に協力者が増えてきました。知り合
いが知り合いを紹介してくれ、新たなプログラムの講師
を見つけることができたり、例年取り組むプログラムで
あっても、スタッフ間で反省点や改善点などを出し合
い、ブラッシュアップを図ることができています。プロ
グラムの幅が広がり、鑑賞が中心だった内容を“参加型”
にアレンジしてみるなど、工夫を重ね、充実してきてい
ます。
　これからは、より多くの参加者を得るために、PRにも
力を入れようと広報用リーフレットも作成しました。

 ■今後の展望

　今後、取り組んでみたいプログラムについては、福祉
作業所などと連携した「卒業生が講師となるプログラ
ム」です。
　子供たちに、社会で活躍している先輩の姿を見てもら
うことは、自分たちの近い将来のイメージを持たせる有
効なキャリア教育の機会になるのではないかと考えて
います。また、講師役を務める卒業生にとっても、在校
時、自分がお世話になった「リソース・ネットじゃんけん
PON！」への恩返しの機会を得ること、後輩への身近な
お手本となることで、自信をつける機会となり、両者に
とっての貴重な場となるのではないかと期待していま
す。
　「リソース・ネットじゃんけんPON！」の活動現場で
は、地域の自治会、商店街の組合、学生と、様々な人たち
が自身も楽しみながら、障害のある子供の参加するプロ
グラムを支えている様子がうかがえます。楽しさを共有
する経験を重ねることで、確実に地域と学校の関係性を
育てています。
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